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Ⅰ．緒　　言

　わが国のカンショ作付面積は４３，４００ha，収穫量

は１０７万tであり（２０００年現在），作付面積，収穫量

とも漸減の傾向にある。この内，九州のカンショ作

付面積は約４割を占め，茨城，千葉などの関東地域

とともに主要生産地となっている。しかしその用途

は対照的で，関東地域が青果用が中心であるのに対

し，九州地域ではでん粉原料用の割合が高い。特に

鹿児島県ではでん粉原料用の割合が約６割と非常に

高い。でん粉原料用の主要品種は，１９６６年に九州農

業試験場（現農業技術研究機構九州沖縄農業研究セ

ンター）で育成された“コガネセンガン”である。

“コガネセンガン”は，センチュウ抵抗性など耐病

虫性や貯蔵性が劣るという欠点を持つが，でん粉原

料用の他，焼酎原料用，加工食品用あるいは青果用

としても利用できることから，現在でも鹿児島県の

カンショ作付面積の約４割を占めている。１９８０年代

までに，九州農業試験場および農業研究センター

（現農業技術研究機構作物研究所）において，収量

性，耐病虫性，貯蔵性などが優れた“シロユタカ”，

“シロサツマ”，“ミナミユタカ”といったでん粉原

料用品種が育成された２，５，６）。しかし多用途利用が可

能な“コガネセンガン”に比べ，これらでん粉原料

用品種の普及は進まず，現在それぞれ鹿児島県のカ

ンショ作付面積の約２５％，約１５％，１％未満を占め

るに過ぎない。その後カンショでん粉を取り巻く環

境が厳しくなり，１９８０年代後半から原料いもの低コ

スト生産を可能とする多収，高でん粉のカンショ品

種の育成が強く要望された。このような背景から，

多収で，でん粉歩留が“コガネセンガン”に比べ２

～４ポイント高い，“ハイスターチ”“サツマスター

チ”といったでん粉原料用品種が農業研究センター

により育成された７，８）が，耐病虫性，貯蔵性などの

特性が劣るため，現在のところ普及は進んでいない。

　今後も各種でん粉およびコーンスターチ用トウモ

ロコシの輸入増加によりカンショでん粉の需要がか

なり減少すると予想される。畑作経営の基幹となっ
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カンショ新品種“コナホマレ”の育成

熊谷　亨・山川　理１）・吉永　優２）・石黒浩二・日高　操３）・甲斐由美

（２００１年７月３１日　受理）

要　　　　　旨

　熊谷　亨・山川　理・吉永　優・石黒浩二・日高　操・甲斐由美（２００２）カンショ新品種“コナ
ホマレ”の育成。九州沖縄農研報告　４０：１－１６。
　“コナホマレ”は“ハイスターチ”を母，“九系８２１２４－１”を父とする交配組合せから選抜した
カンショ新品種であり，“九州１２６号”の系統名で関係各県に配布し，２０００年８月農林水産省育成品
種“かんしょ農林５２号”として命名登録された。萌芽性は中，草型は匍匐型，茎はやや細く，茎の
長さはやや長い。いもの皮色は淡褐，肉色は淡黄白，形状は短紡錘形，大きさは中，いもの揃いは
中，外観はやや上である。いも収量，でん粉歩留は“コガネセンガン”や“シロユタカ”より高く，
でん粉収量は“コガネセンガン”や“シロユタカ”を大きく上回る。黒斑病にはやや弱く，サツマ
イモネコブセンチュウにはやや強，ミナミネグサレセンチュウには中の抵抗性を示す。貯蔵性はや
や難である。暖地の畑作地帯に適するが，当面，でん粉原料用や焼酎原料用として鹿児島県や宮崎
県を中心に普及する。
　キーワード：カンショ，でん粉，多収。

九州沖縄農業研究センター畑作研究部サツマイモ育種研究室：〒８８５－００９１　宮崎県都城市横市町６６５１－２
１）現，九州沖縄農業研究センター畑作研究部長
２）現，農林水産省農林水産技術会議事務局
３）元，九州農業試験場



ているカンショをとりまくこの厳しい状況を打開す

るためには，現在のでん粉原料用の品種にかわる，

多収，高でん粉のでん粉原料用品種を育成し，さら

に低コストで原料いもの生産を進める必要がある。

そこで甘しょ育種研究室（現サツマイモ育種研究

室）では，農業研究センターで育成された“ハイス

ターチ”，“サツマスターチ”等の高でん粉の品種系

統を交配母本として積極的に利用し，高でん粉，多

収性のでん粉原料用品種の開発に取り組んだ。

　この結果，多収，高でん粉で，単位面積当たりの

でん粉収量が非常に多いカンショ品種を育成した。

本品種は２０００年８月農林水産省においてかんしょ農

林５２号“コナホマレ”と命名登録されたので，その

来歴，育成経過，特性，栽培上の注意などについて

取りまとめ，報告する。

　なお“コナホマレ”は，でん粉原料用として鹿児

島県の奨励品種に採用され，現行のでん粉原料用品

種“コガネセンガン”，“シロユタカ”，“シロサツ

マ”の一部に替えて普及を図る予定である。また宮

崎県においては焼酎原料用や飼料用としての普及が

検討されている。国産いも類でん粉の厳しい状況の

中で，“コナホマレ”は南九州における畑作農家の

生産基盤を安定的に維持・発展するために大きな役

割を果たすことが期待できる。

　本品種の交配は，九州農業試験場畑地利用部甘

しょ交配研究室（現農業技術研究機構九州沖縄農業

研究センター畑作研究部サツマイモ育種研究室）に

おいて佃　和民，園田忠弘の諸氏および熊谷　亨に

よって行われた。系統適応性検定試験，特性検定試

験，奨励品種決定調査の実施には公立の農業試験場

並びに現地農家のご協力をいただいた。また育種試

験を遂行するにあたり，小倉義勇，天辰八郎，松園

親美，池田　将，杉松　力，本村正光，濱田吉明，

畠中幸一，山口哲郎，福重伸隆，吉留克彦，吉田　　

孝，西川尚人，上村政文，中島裕治の各氏が圃場作

業および調査に従事した。これらの関係諸氏に対し，

謝意を表する。なお本品種の育成に従事した研究職

員については付表の通りである。

Ⅱ．来歴並びに育成経過

　“コナホマレ”は，多収，高でん粉の“ハイス

ターチ”を母，組合せ能力の高い“九系８２１２４－１”

を父とする交配組合せ（交配番号９０１１０）から選抜

した系統である（第１図）。交配採種は１９９０年に九
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第１図　“コナホマレ”の来歴



州農業試験場畑地利用部甘しょ交配研究室（現農業

技術研究機構九州沖縄農業研究センター畑作研究部

サツマイモ育種研究室）で実施した。１９９１年以降，

畑地利用部甘しょ育種研究室（現畑作研究部サツマ

イモ育種研究室）で第１表に示す経過で選抜・育成

を行った。１９９１年の実生個体選抜試験でいもの外観

および結しょ性に優れていたことから“九系９０１１０

－１９”の系統番号を付して選抜した。以後１９９２年系

統選抜予備試験，１９９３年系統選抜試験，１９９４年生産

力検定予備試験に供試した。実用的特性を検討した

結果，高でん粉歩留であることから，１９９５年に“九

系１６８”の系統番号を付して生産力検定試験，系統

適応性検定試験（長崎県総合農林試験場および鹿児

島県農業試験場大隅支場），黒斑病抵抗性検定試験

（長崎県総合農林試験場），サツマイモネコブセン

チュウ抵抗性検定試験（静岡県農業試験場海岸砂地

分場）を従来からの実施要領に基づいて行った（第

２表）。これらの試験成績を総合的に検討して選抜

し，１９９６年１２月に“九州１２６号”の系統名で関係機

関に配付した。

　各県の奨励品種決定試験基本調査や現地調査の結

果，鹿児島県では現行のでん粉原料用品種“コガネ

センガン”と比べ，いも収量が高く，切干歩合，で

ん粉歩留も２～３ポイント高く，単位面積当たりの

でん粉収量が“コガネセンガン”を３０～５０％上回り，

でん粉原料用として有望と判断された。宮崎県でも

“コガネセンガン”に比べ，収量が多く，切干歩合，

でん粉歩留などの特性が極めて優れていることが示

された。

　また鹿児島県本格焼酎技術開発研究システムでは

焼酎醸造試験を行い，“コナホマレ”から香味のバ

ランスが良い焼酎ができることを明らかにした。

　上記の各種試験の結果，“九州１２６号”は２０００年に

農林水産省新品種命名登録審査会においてでん粉原

料用としての優秀性が認知され，かんしょ農林５２号

“コナホマレ”として命名登録された。

　“コナホマレ”という名称は，でん粉収量が非常

に多い品種ということを意味する。
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第１表　選抜経過

１９９４年
（平成６年）

１９９３年
（平成５年）

１９９２年
（平成４年）

１９９１年
（平成３年）交　配

番　号 選　抜
系統数

供　試
系統数

選　抜
系統数

供　試
系統数

選　抜
系統数

供　試
系統数

選　抜
個体数

植　付
個体数

播　種
粒　数

２４４１０１０５０９１１，０４８３，３０７９０１１０
（九系１６８）　（九系９０１１０－１９）

１９９７年～１９９９年
（平成９～１１年）

１９９６年
（平成８年）

１９９５年
（平成７年）交　配

番　号 選　抜
系統数

供　試
系統数

選　抜
系統数

供　試
系統数

“九州１２６号”とし
て試作試験

１１１２９０１１０
（九州１２６号）　

第２表　各種検定試験の供試年および箇所数

年　　　次
１９９９１９９８１９９７１９９６１９９５試　験　名
１１１１１育成地（生産力検定試験）

１２系統適応性検定試験１）

２２特性検定試験２）

１１２奨励品種決定試験基本調査３）

１１　　同　上　　　現地調査４）

１）長崎県総合農林試験場（１９９５年）および鹿児島県農業試験場大隅支場（１９９５，１９９６年）
２）静岡県農業試験場海岸砂地分場（サツマイモネコブセンチュウ抵抗性）、長崎県総合農林試験場（黒斑病抵抗性）
３）宮崎県総合農業試験場畑作園芸支場（１９９７年）および鹿児島県農業試験場大隅支場（１９９７～１９９９年）
４）鹿児島県揖宿郡頴娃町



Ⅲ．特性の概要

　以下に“コナホマレ”の諸特性を述べる。表に示

す特性は，主に１９９５年から１９９９年までの間に育成地

（宮崎県都城市）で実施した生産力検定試験標準栽

培の結果を取りまとめたものである。耕種概要は第

３表に示す通りである。標準品種として原料用品種

で最大の栽培面積を占める“コガネセンガン”，比

較品種として原料用品種で栽培面積第２位の“シロ

ユタカ”と，既存の原料用品種で最もでん粉歩留の

高い“サツマスターチ”を用いた。調査はかんしょ

種苗特性分類調査報告書（農林水産技術情報協会，

１９８１年３月）に準じて行われた。

　１．萌芽性

　第４表に示すように，萌芽の遅速はやや速，萌芽

揃いの整否は中，伸長の遅速はやや速，萌芽の多少

は中で，萌芽性は“コガネセンガン”なみの中であ

る。苗重は“コガネセンガン”より軽く，苗はやや

細い。

　２．地上部の特性

　地上部の特性を第５表に示した。本圃における草

型は匍匐型，草勢はやや強で，巻つる性は無い。茎

および節のアントシアニンの着色は無である。茎の

太さはやや細，茎長はやや長である。分枝数はやや

少，節間長は中，茎の毛茸は少である。頂葉色は淡

緑，葉色は緑，葉の大きさは中，葉形は心臓形であ

る。葉脈および蜜腺のアントシアニンの着色は無で

ある。自然開花の指標である露地開花性は無である。

　３．地下部の特性

　地下部の特性を第６表に示した。いものしょ梗の

長さはやや短，強さは中，結しょの位置は中である

ことから，いもの掘取の難易はやや易である。いも

の形状は短紡錘形で形状の整否は中，大きさと大小

整否は中と，いもの揃いの程度は“コガネセンガ

ン”なみである。いもの目の深浅はやや浅，条溝は

少，裂開は無，皮脈は少であり，いもの外観は“コ
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第３表　育成地における選抜試験耕種概要
収穫植付区一区株数施肥量（㎏／ a）栽植密度栽培条件試験名年次
月日月日制（畦／株）堆肥K２OP２O５N（cm）
１０．　３５．１２３４／４８２０００．７２０．４８０．３６７１×３５標準栽培生 産 力１９９５
　８．　７４．２０２４／４８２０００．５４０．３６０．２７７５×３０早掘マルチ栽培検定試験
１０．３１４．２０２４／４０２００１．４４０．９６０．７２７５×４５長期マルチ栽培

１０．　１５．１４３４／４８２０００．７２０．４８０．３６７１×３５標準栽培生 産 力１９９６
１１．　５４．２５２４／４０２００１．４４０．９６０．７２７５×４５長期マルチ栽培検定試験

　９．３０５．　９３４／４８２０００．７２０．４８０．３６７５×３５標準栽培生 産 力１９９７
　８．　５４．２４２４／４８２０００．５４０．３６０．２７７５×３０早掘マルチ栽培検定試験
１１．　４４．２４２４／４０２００１．４４０．９６０．７２７５×４５長期マルチ栽培
１０．２９６．１８２４／４８２０００．７２０．４８０．３６７５×３５晩植栽培

１０．　６５．１２３４／４８　００．７２０．４８０．３６７５×３５標準栽培生 産 力１９９８
１１．　４４．２２２４／４０　０１．４４０．９６０．７２７５×４５長期マルチ栽培検定試験

１０．４・５５．１１３４／４８１０００．７２０．４８０．３６７５×３５標準栽培生 産 力１９９９
１１．　４４．２１２４／４０１００１．４４０．９６０．７２７５×４５長期マルチ栽培検定試験
１０．２７６．１７２４／４８１０００．７２０．４８０．３６７５×３５晩植栽培

注）　１９９９年度の堆肥は、前年１１月に施用。

第４表　萌芽特性（標準栽培，１９９５～１９９９年）

サツマスターチシロユタカコガネセンガンコナホマレ特　性

中やや速中やや速萌芽の遅速
中やや整中中萌芽揃の整否

やや速やや速中やや速萌芽伸長の遅速
中やや多中中萌芽の多少

中やや良中中萌芽性

１７．３１４．５１７．７１３．６苗重（生重・ｇ）



ガネセンガン”より優れるやや上である。いもの皮

色は淡褐で，肉色は淡黄白である。

　４．品質・加工特性

　でん粉白度および蒸しいもの特性を第７表に示し

た。でん粉白度および蒸しいもの黒変程度は“コガ

ネセンガン”なみである。蒸しいものブリックスは

“コガネセンガン”より低く，蒸しいもの食味は下

と“コガネセンガン”に比べ非常に劣る。

　石黒ら１）の方法により評価した，“コナホマレ”，

“コガネセンガン”，“シロユタカ”のでん粉特性を

第８表に示した。“コナホマレ”のでん粉のアミ

ロース含量は“シロユタカ”と同程度で“コガネセ

ンガン”より高い。ラピッドビスコアナライザーに

より評価したでん粉の粘度特性は“シロユタカ”，
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第５表　地上部の特性　（標準栽培，１９９５～１９９９年）

サツマスターチシロユタカコガネセンガンコナホマレ特　性

匍匐型やや匍匐型やや匍匐型匍匐型草　型
中中やや強やや強草　勢
無無無無巻つる性
中中中中草　高
微微無無茎　色（着色の程度）
少微少無節　色（　　〃　　）
中中中やや細茎の太さ

やや長中中やや長茎　長
中中中やや少分枝数
中中中中節間長
微微微少茎の毛茸

淡緑（淡紫）淡緑（淡褐）淡緑淡緑頂葉色
緑緑緑緑葉　色

単欠刻浅裂波・歯状心臓形単欠刻浅裂心臓形葉　形
やや大中中中葉の大小
中中中中葉柄長
少少多無葉脈色（着色の程度）
多中多無密腺色（　　〃　　）
無無無無露地開花性

第６表　地下部の特性　（標準栽培，１９９５～１９９９年）

サツマスターチシロユタカコガネセンガンコナホマレ特　性

中やや短中やや短しょ梗の長さ
やや弱弱やや弱中しょ梗の強さ
中中中中結しょの位置

やや難やや易やや易やや易掘取の難易
長紡錘形短紡錘形下膨紡錘形短紡錘形いもの形状
やや不整中中中いもの形状整否
中中中中いもの大小
中中中中いもの大小整否

白（赤）白（赤）黄白淡褐いもの皮色
淡黄白淡黄白淡黄白淡黄白いもの肉色
無無無無うんの多少
無無無無カロチンの多少
中やや浅中やや浅いもの目の深浅
少少中少条溝
無無無無裂開
無無無少皮脈
中やや滑やや滑中いもの外皮の粗滑
中中中やや上いもの外観
無無無無圃場萌芽
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第７表　品質特性　（標準栽培，１９９５～１９９９年）

サツマスターチシロユタカコガネセンガンコナホマレ試験年特　性

９５．２９５．９９５．４９５．５
１９９５
－９９

でん粉白度
（Ｌ＊値）a）

３．１４．２５．０３．７
１９９５
－９９

蒸しいもの
ブリックス（％）b）

中中中中
１９９５
－９９

蒸しいもの
黒変度

下やや下やや上下
１９９７
－９９

蒸しいもの
食味

淡黄白淡黄白黄白淡黄白
１９９５
－９９

蒸しいもの
肉色

粉やや粉やや粉粉
１９９７
－９９

蒸しいもの
肉質

注）a）　でん粉白度（Ｌ＊値）：でん粉を分光測色計（ミノルタ CM－２００２）で測定した，明るさの程度。
　　b）　蒸しいものブリックス（％）：蒸しいも１５gを４５mlの水とともに磨細した液を屈折糖度計で測定した，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　可溶性固形分含量（％）。

第８表　でん粉特性（１９９９年）

でん粉粘度特性 b）でん粉老化特性 a）

粘度上昇
温度
（℃）

セット
バック
（RVU）

ブレーク
ダウン
（RVU）

ピーク
粘度

（RVU）

糊化でん粉
保存後の硬度
（g）

アミロース
含量
（％）

でん粉
歩留り
（％）

品種名

７８６９１８２３８６９８．３２０．５２９．３コナホマレ

７６６９１８７３９２７８．８１８．４２５．５コガネセンガン

７７７０２３２４３１９７．８２１．０２５．８シロユタカ

注）１９９９年１０月下旬収穫のいもを供試し，石黒ら１）の方法により測定。
　　a）８％糊化でん粉を低温（５℃）下で保存し，２週間後ゲルの硬度を測定。
　　　　硬度は，直径６mmの円筒型，平底タイプのプランジャーを使用しデジタルフォースゲージで測定。
　　b）ラピッドビスコアナライザー（RVA）により評価。
　　　　粘度曲線より　ピーク粘度，最低粘度，最終粘度，粘度上昇温度の値を判読した。
　　　　　　　　　　　ブレークダウン：ピーク粘度－最低粘度，　セットバック：最終粘度－最低粘度。

第９表　焼酎醸造適性（鹿児島県本格焼酎技術開発研究システム）（１９９５，１９９６年）
官能評価（きき酒）結果アルコール収量

（リットル /原料１トン）品　種　名醸造規模
（原料いも kg）

醸造
年 短評味香り

香味のバランスが良い。軽快。１．８７１．９３１９９コナホマレ５１９９５

（未供試）１６７コガネセンガン

（未実施）１９６コナホマレ５１９９６

１７６コガネセンガン

注）官能評価（きき酒）の香り・味は，１：好む　２：普通　３：好まない　の平均値。

第１０表　貯蔵性およびセンチュウ抵抗性（１９９５～１９９９年）

サツマスターチシロユタカコガネセンガンコナホマレ特　性

やや難中やや難やや難貯蔵性 a）

中やや強やや弱やや強サツマイモネコブ
センチュウ抵抗性 b）

やや弱中やや弱中ミナミネグサレ
センチュウ抵抗性 c）

注）a）収穫後，品種・系統当たり５個のいもを無加温の調査室内に放置し，２月下旬に腐敗程度を判定。
　　b）調査前年に農林１号を栽培した検定圃場において，農林１号（弱），コガネセンガン（やや弱），シロユタカ（強）

を基準に判定。
　　c）調査前年に農林２号を栽培した検定圃場において，農林２号（弱），コガネセンガン（やや弱），シロユタカ（や

や強）を基準に判定。



“コガネセンガン”と大きな違いはなかった。糊化

でん粉の保存後の硬度は“シロユタカ”と同程度で

“コガネセンガン”より高く，糊化でん粉の老化性

は“コガネセンガン”より大きい。

　焼酎醸造適性について鹿児島県本格焼酎技術開発

研究システムで１９９５年と１９９６年に調査した結果を第

９表に示した。アルコール収量は“コガネセンガ

ン”に比べ高く，１９９５年に行われた官能評価（きき

酒）の結果も，特徴（個性）のある香りではないが

香味のバランスが良いとして優れていた。

　５．貯蔵性

　貯蔵性は，収穫したいもを品種・系統当たり５個

ずつとり，無加温の調査室内に翌年２月末まで放置

し，腐敗程度を観察により評価した。第１０表に示す

ように，“コナホマレ”の貯蔵性は“コガネセンガ

ン”なみのやや難である。

　６．耐病虫性

　育成地におけるサツマイモネコブセンチュウおよ

びミナミネグサレセンチュウ抵抗性検定試験の結果

を第１０表に，静岡県農業試験場海岸砂地分場の特性

検定試験におけるサツマイモネコブセンチュウ抵抗
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第１１表　静岡県農業試験場海岸砂地分場におけるサツマイモネコブセンチュウ抵抗性検定
（１９９５，１９９７年）　

総合判定
平　均１９９７年１９９５年

品種・系統
塊根根塊根根塊根根

やや強１．６２．３１．８２．３１．４２．３コナホマレ
弱４．０４．５３．８４．１４．１４．８関東１４号

やや強１．８１．７１．６１．６２．０１．７農林５号
やや強１．８２．１１．７１．９１．８２．３シロサツマ

注）　抵抗性の判定基準　１：強，２：やや強，３：中，４：やや弱，５：弱
　　　栽培条件　１９９５年　植付　８月３日　調査　１０月５日，株間１０cm×条間２０cm，５株　３反復
　　　　　　　　　　　　施肥量（kg／ a）　N：P２O５：K２O＝０．３：１．０：１．０
　　　　　　　　１９９７年　植付　７月３０日　調査　１０月７日，株間１０cm×条間３０cm，５株　３反復
　　　　　　　　　　　　施肥量（kg／ a）　N：P２O５：K２O＝０．６：２．０：２．０

第１２表　長崎県総合農林試験場における黒斑病抵抗性検定（１９９５，１９９７年）

総合判定
圃場
試験
判定

接種いもの
病斑面積　
（mm２）

い　もつ　　る
品種・系統試験年 発病率（圃場）

（％）
治癒株率
（％）

発病株率
（％）

発病度
（％）

やや弱中２８２１．９９３１００９８コナホマレ１９９５
強やや強　５２１．１９３８８３８黒斑１号

やや強やや強１２３１．０９３９５４７農林１号
中中１２４１．５７９１００６２沖縄１００号
中中１５５６．２３３１００７５農林２号

やや弱やや弱２０７３．９２５１００８８高系１４号
弱弱２０３８．６１５１００９５コガネセンガン

－やや弱－１８．８８８８８５８コナホマレ１９９７
－強－０．０９８８８３０黒斑１号
－強－０．０９３７４２７農林１号
－やや強－１．９８４９８５０沖縄１００号
－やや弱－３．７６１８９４５農林２号
－弱－７．１６６９８６４高系１４号
－弱－１３．２７２１００７１コガネセンガン

注）人工接種による検定では，採苗した苗の切り口あるいはいもの切断面に胞子を接種後，圃場あるいはインキュベータ内
での発病状況を調査。検定圃場では自然感染によるいもの発病率を調査。

抵抗性の判定基準：

接種いもの　　
病斑面積（mm２）いもの発病率（圃場）（％）つるの治癒株率（％）つるの発病度

階級
１９９５年１９９７年１９９５年１９９７年１９９５年１９９７年１９９５年
　０～１００　０～３．００～１．０　９０～１００　８１～１００　０～４０　０～４０強
１０１～２００３．１～７．０１．１～５．０７１～９０４１～８０４１～６０４１～８０中
２０１～　　　７．１～１００５．１～１００　０～７０　０～４０　６１～１００　８１～１００弱



性検定試験の結果を第１１表に示した。サツマイモネ

コブセンチュウ抵抗性は，育成地，特性検定試験と

もやや強と判定され，“コガネセンガン”より優れ

た。育成地の試験結果からミナミネグサレセンチュ

ウ抵抗性は中と判定され，“コガネセンガン”より

やや優れていた。

　長崎県総合農林試験場の特性検定試験における黒

斑病抵抗性検定試験の結果を第１２表に示した。検定

圃場におけるつるといもの発病程度はやや高いが，

つるの治癒株率が高かったため，圃場試験判定は中

～やや弱と判定され，“コガネセンガン”よりわず

かに優れた。

Ⅳ．収量およびその関連形質

　以下に“コナホマレ”の収量およびその関連形質

について述べる。育成地における結果は，１９９５年か

ら１９９９年までの間に実施した生産力検定試験標準栽

培，長期マルチ栽培，晩植栽培および早掘マルチ栽

培の結果を取りまとめたものである。耕種概要，標

準および比較品種はⅢ．で述べた通りである。配布

先における成績は，１９９５年と１９９６年に行われた系統

適応性検定試験および１９９７年から１９９９年に行われた

奨励品種決定試験の結果を取りまとめたものである。

試験場所，試験実施年次および耕種概要は第１３表に

示した通りで，施肥等その他の試験方法は各試験場

所の栽培慣行によって行われた。標準品種としてす

べての県で“コガネセンガン”，比較品種として鹿

児島県，宮崎県では“シロユタカ”，長崎県では

“農林２号”を用いた。

　１．育成地における成績

　第１４表に育成地における収量およびその関連形質

を示した。

　“コナホマレ”の上いも重は“コガネセンガン”

に対して，１９９５年から１９９９年までの標準栽培および

長期マルチ栽培でそれぞれ１０９％および１１９％といず

れも多収を示し，“シロユタカ”と比べても多収と

なった。１９９７年と１９９９年の晩植栽培の上いも重は

“コガネセンガン”比１１２％と多収を示した。しかし

１９９５年と１９９７年の早掘マルチ栽培での上いも重は

“コガネセンガン”比の８４％と，“コガネセンガン”

に比べ早掘適性は劣っていた。

　“コナホマレ”の１株当たり上いも個数は“コガ

ネセンガン”より０．３～０．７個少なく，上いも１個重

は“コガネセンガン”より大きい。特にいもの最大

収量の指標となる長期マルチ栽培では“コガネセン

ガン”の上いも１個重３３１gに対し４８４gと約１．５倍で

あり，いも数が少ないことをいも１個重が大きくな

ることにより補う，いわゆる“個重型”の多収品種
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第１３表　系統適応性検定試験および奨励品種決定試験における耕種概要

収穫
月日

植付
月日

施肥量（㎏／ a）栽植密度
（cm）

栽培条件年次場　　所
堆肥K２OP２O５N

系統適応性検定試験１）

１０．２５５．１７１５０　１．６８　０．９６　０．７２７５×３０標準栽培１９９５長崎県総農試

１１．１６６．　１１００２．０１．２０．８９０×４０標準栽培１９９５鹿児島県農試
１０．１６５．１０１００２．０１．２０．８９０×４０標準マルチ栽培１９９５（大隅支場）

１１．１３５．２３１００２．０１．２０．８９０×４０標準栽培１９９６
１０．２１４．２４１００２．０１．２０．８９０×４０標準マルチ栽培１９９６

奨励品種決定試験２）

１１．１３５．２６１００２．０１．２０．８９０×４０標準栽培１９９７鹿児島県農試
（大隅支場） １０．２０４．２２１００２．０１．２０．８９０×４０標準マルチ栽培１９９７

１１．２０５．２５１００２．０１．２０．８９０×４０標準栽培１９９８
１０．２３４．２３１００２．０１．２０．８９０×４０標準マルチ栽培１９９８

１１．１７５．２１１００２．０１．２０．８９０×４０標準栽培１９９９
１０．１８４．２２１００２．０１．２０．８９０×４０標準マルチ栽培１９９９

１０．２８４．２８－２．０１．２０．８９０×４０標準マルチ栽培１９９８鹿児島県　現地調査
（揖宿郡頴娃町） １０．２６４．２７－２．０１．２０．８１００×４０　標準黒マルチ栽培１９９９

　宮崎県総合農試
（畑作園芸支場） １０．１３５．１３－１．６１．２０．４８０×３０標準マルチ栽培１９９７



であると判定できる。

　“コナホマレ”の切干歩合，でん粉歩留は標準栽

培および長期マルチ栽培では“コガネセンガン”よ

り２～３ポイント高かった。標準栽培では現在最も

でん粉歩留が高いでん粉原料用品種“サツマスター

チ”と同程度のでん粉歩留であった。晩植栽培では

約４ポイント，早掘マルチ栽培では１～２ポイント，

“コガネセンガン”より高かった。

　したがって“コナホマレ”のでん粉重は，早掘マ

ルチ栽培では“コガネセンガン”に及ばなかったが，

標準栽培，長期マルチ栽培，晩植栽培では“コガネ

センガン”に対して，それぞれ１１７％，１３０％，

１３５％といずれも極めて多収であった。本品種は

“コガネセンガン”に比べ単位面積当たりのでん粉

生産量が極めて高く，でん粉原料用や焼酎原料用に

適した品種であると考えられる。

　２．配布先における成績

　奨励品種に採用した鹿児島県と今後普及が見込ま

れる宮崎県の栽培試験，および長崎県の系統適応性

検定試験における成績の概要を述べる。

　１）鹿児島県における成績

　第１５表に示すように，鹿児島県農業試験場大隅支

場では１９９５年と１９９６年に原料用系統適応性検定試験

として標準栽培および標準マルチ栽培を２年間，さ

らに１９９７年から１９９９年まで原料用奨励品種決定試験

基本調査として標準栽培および標準マルチ栽培を３

年間実施するとともに，１９９８年と１９９９年に１か所の

現地調査を行った。

　大隅支場における系統適応性検定試験では，“コ

ナホマレ”の上いも重は“コガネセンガン”より多
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第１４表　育成地における収量およびその関連形質

　１）標準栽培および長期マルチ栽培（１９９５～１９９９年）

長期マルチ栽培標　準　栽　培
特　　性 シロユタカコガネセンガンコナホマレサツマスターチシロユタカコガネセンガンコナホマレ

－－－２３７２１０１７１２７０つる重（㎏／ a）
－（３６８）３７３（３８４）４４２（４３５）２３０２４１２３４２５５上いも重（㎏／ a）
－（　９６）１００（１００）１１９（１１３）９８１０３１００１０９同上対標準比（％）
－（　９９）９９（９９）９９（９９）９８９８９７９７上いも重歩合（％）
－（３６．８）３７．１（３７．２）３８．９（３８．２）３８．６３５．８３６．７３９．２切干歩合（％）
－（１３６）１３８（１４３）１７２（１６６）８９８６８６１００切干重（㎏／ a）
－（　９５）１００（１００）１２５（１１６）１０３１００１００１１６同上対標準比（％）
－（２５．９）２６．７（２７．０）２９．１（２８．４）２７．３２５．１２５．４２７．３でん粉歩留（％）
－（　９５）　９９（１０３）１２９（１２３）６３６１６０７０でん粉重（㎏／ a）
－（　９２）１００（１００）１３０（１１９）１０５１０２１００１１７同上対標準比（％）
－（３６６）３３１（３４３）４８４（４９８）２４４２１１１９２２５２上いも１個重（g）
－（３．６）３．９（３．９）３．３（３．２）２．６３．１３．３２．７株当たり上いも個数

注）長期マルチ栽培の“シロユタカ”は，１９９５，１９９８，１９９９年の成績。
　　（　）内は“シロユタカ”を供試した３年間の平均値。

　２）晩植栽培（１９９７，１９９９年）および早掘マルチ栽培（１９９５，１９９７年）

早掘マルチ栽培晩　植　栽　培
特　　性 コガネセンガンコナホマレコガネセンガンコナホマレ

３３１３８４－－つる重（㎏／ a）
２０２１７０２２５２５１上いも重（㎏／ a）
１００８４１００１１２同上対標準比（％）
９７９７９６９５上いも重歩合（％）

３５．７３７．３３３．２３７．５切干歩合（％）
７２６３７４９４切干重（㎏／ a）
１００８８１００１２７同上対標準比（％）
２４．４２５．７２２．８２７．０でん粉歩留（％）
５０４４５１６８でん粉重（㎏／ a）
１００８８１００１３５同上対標準比（％）
１６３１７８１７０２３６上いも１個重（g）
２．９２．６３．５２．８株当たり上いも個数



収であった。切干歩合，でん粉歩留は“コガネセン

ガン”や“シロユタカ”より２～４ポイント高かっ

た。したがって，でん粉重は“コガネセンガン”に

比べ３０％以上上回り，極めて多収であった。奨励品

種決定試験基本調査では，“コナホマレ”の上いも

重は“コガネセンガン”や“シロユタカ”に比べ極

めて多収であった。切干歩合，でん粉歩留は“コガ

ネセンガン”や“シロユタカ”より２～４ポイント

高く，でん粉重は“コガネセンガン”や“シロユタ

カ”に比べ極めて多収であった。特に標準マルチ栽

培では１９９７年から１９９９年の３年間の平均で“コガネ

センガン”比１５０％，“シロユタカ”比１２９％と極め

て多収であった。“コナホマレ”の１株当たり上い

も個数は“シロユタカ”より少なく，“コガネセン
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第１５表　鹿児島県における収量性およびいもの特性

　１）鹿児島県農業試験場大隅支場　系統適応性検定試験（１９９５，１９９６年）

標準マルチ栽培標　準　栽　培
特　　性 シロユタカコガネセンガンコナホマレシロユタカコガネセンガンコナホマレ

－（３４０）３４８（３２８）３９５（３０８）２５１２２８３８６つる重（㎏／ a）
－（３２１）１８６（２６６）３４５（３１５）３３８２８８３３１上いも重（㎏／ a）
－（１２１）１００（１００）１２１（１１８）１１７１００１１５同上対標準比（％）
－（９８．７）９７．６（９７．７）９８．９（９８．６）９７．９９８．２９８．５上いも重歩合（％）
－（３４．５）３６．３（３４．８）３８．４（３８．６）３５．１３６．１３９．７切干歩合（％）
－（２５．６）２５．３（２４．４）２８．０（２８．１）２４．７２４．７２８．４でん粉歩留（％）
－（８２）７３（６５）９６（８９）８４７１９４でん粉重（㎏／ a）
－（１２６）１００（１００）１３３（１３６）１１８１００１３２同上対標準比（％）
－（２８７）２７６（２８７）３９５（３３６）３２１３１４４１７上いも１個重（g）
－（４．０）３．８（３．４）３．２（３．４）３．９３．２２．９株当たり上いも個数

白黄白淡褐白黄白淡褐いもの皮色
淡黄白黄白黄白淡黄白黄白黄白いもの肉色
紡錘形下膨紡錘形短紡錘形下膨紡錘形下膨紡錘形短紡錘形いもの形状
中中やや整中中やや整いもの形状整否
中中中中～大中～大中いもの大小
中中微少中微いもの条溝
無無無無無無いもの裂開
中中上やや上中上いもの外観

注）標準マルチ栽培の“シロユタカ”は，１９９６年の成績。
　　（　）内は“シロユタカ”を供試した１９９６年の値。

　２）鹿児島県農業試験場大隅支場　奨励品種決定試験基本調査（１９９７～１９９９年）

標準マルチ栽培標　準　栽　培
特　　性 シロユタカコガネセンガンコナホマレシロユタカコガネセンガンコナホマレ

３５６２８９４５０２８０１９０３３４つる重（㎏／ a）
４１５３６３４９６３３９３１７３９５上いも重（㎏／ a）
１１４１００１３７１０７１００１２５同上対標準比（％）
９８．９９８．５９９．４９８．９９７．４９８．８上いも重歩合（％）
３７．１３７．３４０．３３３．５３５．２３８．９切干歩合（％）
２６．４２６．０２８．６２３．８２４．７２８．３でん粉歩留（％）
１１０９５１４２８３７９１１３でん粉重（㎏／ a）
１１６１００１５０１０５１００１４２同上対標準比（％）
３０４２９０３７７２７０２８６３３７上いも１個重（g）
５．０４．５４．８４．６４．０４．３株当たり上いも個数

白黄白褐白黄白褐いもの皮色
淡黄白黄白黄白淡黄白黄白黄白いもの肉色
紡錘形紡錘～長紡短紡錘形紡錘形下膨紡錘形短紡錘形いもの形状
中中大中中やや大いもの大小
浅中浅浅やや浅極浅いもの条溝
無無無無無無いもの裂開

やや上やや上やや上やや上やや上やや上いもの外観



ガン”なみであるが，上いも１個重は他の２品種に

比べ大きく，育成地と同様にいも１個重が大きいこ

とにより多収となる，いわゆる“個重型”の多収品

種であると判定できる。

　揖宿郡頴娃町で１９９８年に行われた現地調査の標準

マルチ栽培では，“コナホマレ”の上いも重は，“コ

ガネセンガン”や“シロユタカ”より多収で，でん

粉歩留も“コガネセンガン”に比べ１ポイント弱高

く，でん粉重は“コガネセンガン”を２７％，“シロ

ユタカ”を９％上回った。しかし日照時間が短く天

候不順であった１９９９年に，透明マルチに比べ地温上

昇効果の低い黒マルチを使って行われた標準黒マル

チ栽培では，“コナホマレ”の１株当たり上いも個

数が“コガネセンガン”，“シロユタカ”より少なく，
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　３）鹿児島県　現地調査（揖宿郡頴娃町）（１９９８，１９９９年）

標準黒マルチ栽培（１９９９年）標準マルチ栽培（１９９８年）
特　　性 シロユタカコガネセンガンコナホマレシロユタカコガネセンガンコナホマレ

２３８１６６３１６３５８３１８４３１つる重（㎏／ a）
３８９３００２９６５００４３５５３５上いも重（㎏／ a）
１３０１００９９１１５１００１２３同上対標準比（％）
９９．９９９．９９９．９９９．８９９．４９９．４上いも重歩合（％）
３４．８３４．９３６．３３６．２３５．５３６．５切干歩合（％）
２４．９２４．７２６．５２６．１２５．９２６．７でん粉歩留（％）
９７７４７９１３１１１３１４３でん粉重（㎏／ a）
１３１１００１０６１１６１００１２７同上対標準比（％）
４９８３８０４４７４８６４２３４７３上いも１個重（g）
３．１３．２２．７３．７３．７４．１株当たり上いも個数

白黄白褐白黄白褐いもの皮色
淡黄白黄白淡黄白淡黄白黄白黄白いもの肉色
紡錘形長～下膨長紡紡～下膨紡短～紡錘形短～紡錘形短紡錘形いもの形状
大中～大大中中中～大いもの大小
浅中浅浅浅極浅いもの条溝
無無無無無無いもの裂開
中上～中中中中中いもの外観

第１６表　その他の県における収量性およびいもの特性（１９９５，１９９７年）

長崎県総合農林試験場
（標準栽培，１９９５年）

宮崎県総合農業試験場畑作園芸支場
（標準マルチ栽培，１９９７年）特　　性

農林２号コガネセンガンコナホマレシロユタカコガネセンガンコナホマレ

２８０１９１２５５２８１２５２３６４つる重（㎏／ a）
１９７２１３２４２３２５３４５３８８上いも重（㎏／ a）
９２１００１１４９４１００１１３同上対標準比（％）
９６９４９５９９９９９９上いも重歩合（％）

３１．３３５．９４０．４３５．１３４．３３９．７切干歩合（％）
２１．５２５．９３０．５２４．９２３．６２８．１でん粉歩留（％）
４２５５７４８１８１１０９でん粉重（㎏／ a）
７７１００１３４９９１００１３４同上対標準比（％）
１６１１０５１２６３８５２９１５０４上いも１個重（g）
２．８４．８４．４２．０２．９１．９株当たり上いも個数

黄白黄白淡黄褐黄白黄褐黄赤褐いもの皮色
黄白黄白黄白白黄白淡黄白いもの肉色

紡～短紡錘形下膨紡錘形紡錘形紡錘形紡錘形紡錘形いもの形状
やや整やや整整－－－いもの形状整否
やや大中中大大大いもの大小
中やや整整－－－いもの大小整否
無少無～微微中中いもの条溝
中無無無無微いもの裂開
中やや上上中中やや否いもの外観



上いも重は“コガネセンガン”なみで，“シロユタ

カ”を下回った。でん粉歩留は“コガネセンガン”，

“シロユタカ”に比べ２ポイント弱高かったが，で

ん粉重は“コガネセンガン”を６％上回るに過ぎず，

“シロユタカ”を下回った。

　以上のことから“コナホマレ”は，鹿児島県にお

いて，収量性，でん粉歩留で“コガネセンガン”や

“シロユタカ”を上回り，でん粉原料用として優れ

ていると判断した。

　２）宮崎県における成績

　第１６表に示すように，宮崎県総合農業試験場畑作

園芸支場では１９９７年原料用品種比較試験として標準

マルチ栽培を１年間実施した。“コナホマレ”の上

いも重は“コガネセンガン”や“シロユタカ”より

多収で，でん粉歩留も“コガネセンガン”より４．５

ポイント高く，でん粉重は“コガネセンガン”比

１３４％と極めて多収であった。

　３）長崎県における成績

　第１６表に示すように，長崎県総合農林試験場では

１９９５年原料用系統適応性検定試験として標準栽培を

１年間実施した。“コナホマレ”の上いも重は“コ

ガネセンガン”や“農林２号”より多収で，でん粉

歩留も“コガネセンガン”より４．６ポイント高く，

でん粉重は“コガネセンガン”比１３４％と極めて多

収であった。

Ⅴ．考　　察

　“コナホマレ”の上いも重は，現在の主要なでん

粉原料用品種である“コガネセンガン”や“シロユ

タカ”に比べ多収であった。でん粉歩留も“コガネ

センガン”や“シロユタカ”に比べ２～３ポイント

高く，最もでん粉歩留の高い既存品種“サツマス

ターチ”と同程度であった。したがって，“コナホ

マレ”の単位面積当たりのでん粉生産能力は，“コ

ガネセンガン”や“シロユタカ”に比べ非常に高

かった。特に普及が見込まれる鹿児島県の鹿児島県

農試大隅支場では，供試したすべての年の標準栽培

および標準マルチ栽培において“コガネセンガン”

比１３０％以上のでん粉収量となり，原料用いもの低

コスト生産を可能とする極めて有望なでん粉原料用

品種である。また多収，高切干歩合で切干重が非常

に高い，および焼酎醸造適性が優れることから，い

もを乾燥して利用する飼料用，および焼酎原料用と

しての利用も期待される。

　すでに述べたように“コナホマレ”は，既存ので

ん粉原料用品種“コガネセンガン”や“シロユタ

カ”に比べ上いも１個重が大きいことにより多収と

なる“個重型”の品種である。このような“個重

型”の品種は，いも数が多いことにより多収となる

“個数型”品種に比べ，不良環境条件に対する収量
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第１７表　　上いも重の変動および収量関連形質間の相関係数

上いも重との相関係数 b）

栽　培 上いも１株当たり上いも重（kg／ a）
　品種名

１個重いも数標準偏差 a）平均

標準栽培育成地
０．４１７　０．７７１４４．０２５５コナホマレ
０．６７１　０．２５１２９．４２３４コガネセンガン
０．０６２　０．６６６２８．５２４１シロユタカ

長期マルチ栽培育成地
０．７２３－０．３２４４２．８４４２コナホマレ
０．１５４　０．１８７１９．１３７３コガネセンガン

鹿児島県農試大隅支場　標準栽培
－０．６０８　０．９４５＊７７．０３６９コナホマレ
０．０１１　０．９１９＊４９．８３０６コガネセンガン
０．５１１　０．３４９４８．３３３８シロユタカ

鹿児島県農試大隅支場　標準マルチ栽培
０．３４５　０．７６９９２．６４３５コナホマレ
０．６５６　０．９１１＊６０．６３３２コガネセンガン

注）a）　各年（１９９５～１９９９年）の平均値より算出。
　　b）　各年（１９９５～１９９９年）の平均値間の相関係数。n＝５。
　　　　＊＊：１％水準で有意相関，　＊：５％水準で有意相関



の補償性が小さく４），年次による上いも重の変動が

大きいと言われている。“コナホマレ”の上いも重

も，“コガネセンガン”，“シロユタカ”に比べ年次

による変動が大きく（第１７表），“コガネセンガン”

比１５０％弱の極多収の場合もあれば，“コガネセンガ

ン”なみとなる場合もあった。特に，天候不順で九

州のカンショが不作だった１９９９年は，日照時間が短

かったことにより平年に比べ全般的にいもの肥大が

劣り上いも１個重が小さく，さらに育成地，鹿児島

県農試大隅支場とも無マルチの標準栽培ではいも数

も平年に比べ少なく，“コガネセンガン”，“シロユ

タカ”に比べ十分な多収性を示すことができなかっ

た。育成地の長期マルチ栽培を除き，１株当たりい

も数が多くなるほど，上いも重が大きくなるという

傾向が認められ（第１７表），“コナホマレ”の安定し

た多収性を確保していくためには，良質な苗の植え

付けや，天候不順でもいも数の減少の少ない透明マ

ルチの利用など，１株当たりいも数をより多くする

栽培法の検討が必要である。

　第２図に育成地および鹿児島県農試大隅支場のつ

る重と上いも重の関係を示した。育成地の標準栽培

では，全体的につる重が少ないこともあり“コナホ

マレ”をはじめ“コガネセンガン”や“シロユタ

カ”のつる重といも重の間に有意な相関はなく，地

上部の生育が非常に旺盛で，いも重が少なくなる

“つるぼけ”は認められなかった。逆につる重が大

きいほど上いも重が大きいという傾向が見られた。

育成地に比べ施肥量の多い鹿児島県農試大隅支場で

は，標準栽培の“コガネセンガン”と“シロユタ

カ”でつる重といも重の間に有意な負の相関が認め

られ，これらの２品種では年次によっては“つるぼ

け”となり，上いも重の低下が起こっていると思わ

れた。“コナホマレ”の収穫時のつる重は，“コガネ

センガン”や“シロユタカ”と比べ重い傾向が見ら

れるが，標準マルチおよび標準の両栽培において，

つる重と上いも重の間にはっきりとした関係は認め

られなかった。両栽培ともつる重が４００kg／ aを越

えた年次では上いも重がやや低く，“つるぼけ”傾

向となっている可能性があるが，“コガネセンガン”

や“シロユタカ”と比べ，“つるぼけ”が起きにく

い品種であると推察された。

　“コナホマレ”の母は，農業研究センター（現農業

技術研究機構作物研究所）が育成した高でん粉の原

料用品種“ハイスターチ”である。“ハイスターチ”

は，坂井３）の“でん粉歩留の変異の拡大にはポリ

ジーンの集積をはかることが有効である”という報

告から，農業研究センターにおいて計画的に高でん

粉歩留について遺伝子集積を図り，養成された

“CS系統”を利用し育成された品種である７）。この

ことは高でん粉歩留の原料用品種の育成には，優良

な母本系統の育成が重要であることを支持している。

しかし，１９６６年に育成された“コガネセンガン”以

降のでん粉原料用品種は，“コガネセンガン”や

“CS系統”など限られた系統から作出されており，
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第２図  　“コナホマレ”と既存のでん粉原料用品種のつる重といも重の関係

注）図中の�：コナホマレ，�：コガネセンガン，�：シロユタカを示す。
　　各年次の平均値，１９９５－１９９９年，ｎ＝５，＊＊：１％水準で有意相関，＊：５％水準で有意相関



今後さらに能力の高いでん粉原料用品種を育成して

いくためには，国内高でん粉系統あるいは海外から

の導入系統などを供試し，高でん粉遺伝子を集積し

た新しい母本系統を養成していく必要がある。

　カンショでん粉の生産を維持していくためには，

“コナホマレ”のような多収，高でん粉品種の導入

による原料いもの低コスト生産のほか，カンショで

ん粉の用途拡大を図る必要がある。カンショでん粉

の特性は，アミロース含量を変化させることにより

変わることが明らかにされ，現在までにサツマイモ

育種研究室において低アミロース系統および高アミ

ロース系統が選抜され，そのでん粉特性が調査され

ている１）。“コナホマレ”のでん粉は，糊化でん粉

の老化性が“コガネセンガン”より大きく，老化を

利用して製造される“春雨”に適する可能性がある

が，将来のカンショでん粉の用途拡大のためには，

低および高アミロース選抜系統を用いて，一層のア

ミロース含量の変異拡大を図り，新規用途開発を可

能としていく必要がある。

　“コナホマレ”を栽培するにあたって注意すべき

点として，貯蔵性がやや難であるので，収穫作業や

その後の取り扱いをていねいに行い，いもの貯蔵温

度を適温（１２～１３℃）に保ち低温にならないように

する。また，掘取が遅れ強い降霜や低温にあうと，

軟腐病によるいもの腐れが発生しやすいので，掘取

時期が遅れないようにする必要がある。十分ないも

数の確保のためには，節間の長い苗とならないよう

苗床の温度管理に留意し，良質な苗を養成する必要

がある。病虫害については，ミナミネグサレセン

チュウ抵抗性が中，黒斑病抵抗性がやや弱であるの

で，同病害の多発地帯では防除対策を行う必要があ

る。

Ⅵ．摘　　要

　１．来　　歴

　多収，高でん粉の“ハイスターチ”を母，組合せ

能力の高い“九系８２１２４－１”を父とする交配を

１９９０年に九州農業試験場畑地利用部甘しょ交配研究

室（現農業技術研究機構九州沖縄農業研究センター

畑作研究部サツマイモ育種研究室）で実施し，１９９１

年以降，畑地利用部甘しょ育種研究室（現畑作研究

部サツマイモ育種研究室）で選抜を重ねた。１９９７年

から“九州１２６号”の系統名で地域適応性を検討し，

２０００年８月にかんしょ農林５２号“コナホマレ”とし

て命名登録された。

　２．特　　性

　萌芽性は中である。本圃における草型は匍匐型，

茎の太さはやや細，長さはやや長である。頂葉色は

淡緑，葉色は緑で，葉形は心臓形である。いもの皮

色は淡褐，肉色は淡黄白である。形状は短紡錘形，

大きさは中で，形状や大小の整否は中，条溝や皮脈

は少，裂開は無で，外観はやや上である。上いもの

収量性は“コガネセンガン”や“シロユタカ”より

優れ，切干歩合，でん粉歩留は“コガネセンガン”

や“シロユタカ”より高く，“サツマスターチ”と

同程度である。でん粉収量は“コガネセンガン”や

“シロユタカ”を大きく上回る。黒斑病にはやや弱，

サツマイモネコブセンチュウにはやや強，ミナミネ

グサレセンチュウには中の抵抗性を示す。貯蔵性は

“コガネセンガン”なみのやや難である。

　３．適　　地

　南九州のかんしょ作地帯に適し，でん粉原料用と

してなど　３，０００haの面積に普及することが期待で

きる。鹿児島県では，でん粉原料用の奨励品種に採

用された。

　４．栽培上の注意

　１）貯蔵性が“やや難”であるので，収穫作業や

その後の取り扱いをていねいに行う。いもの貯蔵温

度を適温（１２～１３℃）に保ち，低温にならないよう

にする。

　２）ミナミネグサレセンチュウ抵抗性が“中”，

黒斑病抵抗性が“やや弱”であるので，同病害の多

発地帯では防除に努める。

　３）掘取が遅れると，軟腐病によるいもの腐れが

発生しやすいので，掘取時期が遅れないようにする

必要がある。

　４）十分ないも数の確保のためには，節間の長い

苗とならないよう苗床の温度管理に留意し，良質な

苗を養成する必要がある。
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“Konahomare”: A New Sweetpotato Cultivar for Starch Production

Toru KUMAGAI, Osamu YAMAKAWA, Masaru YOSHINAGA１）, Koji ISHIGURO, 
Misao HIDAKA２） and Yumi KAI

Summary

　“Konahomare”is a newly released cultivar with a high starch content and high yield, developed at the 

National Agricultural Research Center for Kyushu Okinawa Region, (formerly Kyushu National 

Agricultural Experimental Station).  It was evaluated at prefectural agricultural experimental stations as 

breeding line “Kyushu No. 126”and was officially  registered by the Ministry of Agriculture, Forestry and 

Fisheries as“Sweetpotato Norin No. 52”for starch production in 2000.

　“Konahomare”is the progeny from a cross between“Hi-Starch”and“Kyukei82124-1”conducted at 

the Ibusuki Branch of the station in 1990.“Hi-Starch”has a high starch content and high yield, while

“Kyukei82124-1”has good combining ability.  Single-crossed seeds were sown in the Sweetpotato Breeding 

Laboratory nursery.  Selection was based on field performance and starch content.

　“Konahomare”exhibits moderate sprouting ability and is a prostrate plant type.  The top leaves are light 

green.  The mature leaves are green and cordate.  The vine is somewhat thin with a medium internode 

length.  There is no anthocyanin accumulation  in the vein and node.  The storage root is short and fusiform 

with light brown skin, and has a light yellowish -white flesh.  The taste of the steamed root is not  palatable;

“Konahomare”is not suitable for table use.

　The root yield, dry matter content, and starch content of“Konahomare”are higher than those of

“Koganesengan”and“Shiroyutaka.”The starch yield is 20 to 30% higher than for“Koganesengan”

depending on cultivation conditions.  It demonstrated a 50% higher starch yield at the local agricultural 

experimental station than a standard cultivar undergoing long -term mulching cultivation with plastic film.

　“Konahomare”is slightly susceptible to black rot (��������	�
	��
��
���), moderately resistant to root 

lesion nematode (��������	
��	������), and slightly resistant to root knot nematode (���������	�


���������).  The storage ability of the storage roots is somewhat low during winter.

　Key words: sweet potato, starch, high yield.
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